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※勝手に大晦日のアナザーストーリー。
　 主人公名前：相馬 唯(元は吉祥美宏でしたが、みちゅると被るので変えました；)



　もう緑さえ乏しい季節にやってきた転校生の少年。
　すらりとした長身と涼しげな瞳、透けるような白い肌。少年と呼ぶには大人びた独特の雰囲気。その肌とは対照的に深い黒の艶のある髪を棚引かせ、硝子細工のような青の眼を持った――、
「望月綾時です。――分からないことなんかは色々教えてくれると嬉しいな」
　小首を傾げながら、丁寧に言う。教室の女子はその仕草や容姿に歓声を上げている。
　――なにもそこまで言うことかな。
　唯は興味なさそうに、頬杖をついた。
　たかが転校してきた男子に、そこまで言う必要があるのか。とボヤき、教卓横に立っている少年を見上げる。
　「話題の彼」は、こちらを見ていた。視線があうと彼は微笑む。
　淡い、柔らかい笑み。
　心が不意に揺れる。
　さっきまでのどうでもよかったような気持ちは消えていった。
　異国の地から越してきた少年は初対面であるはずなのに、何故か知っている。そんな気がする。
　彼の名前を聞いたときに、僕はその名前を無意識に口にしていた事に、後に気づく。





「綾時――」
「さあ、もうすぐ０時だ。君の素直な気持ちを聞きたい」

　教室ではじめて以来、２人きりで交わす初めての会話。
　夜な夜な夢枕に現れていた少年と寸分変わらない無邪気な口調で。

「僕は、君を殺すつもりは無い」

　自分の素直な気持ちをありのままに。僕は綾時をじっと見つめた。
　視線の先の少年は、これまでに無いほどの寂しそうな表情でこちらを見返した。

「どうして…分かってくれないんだろう」

　呟かれた言葉には、理解を求める色が含まれている。
　――勝ち目の無い、無駄な争いに身も心もすり減らす必要は無い。
　――もうすぐ訪れる終焉は運命だったんだ。
　綾時の言葉が脳裏をよぎる。

　確かにそうなのかも知れない。

　でも、もし世界がひとつの点となり、やがて影すらも無くなるのだとしても――

「今出来ることを精一杯やりたいんだ。死ぬのならそれまで抗ってやる」
「どうして…！？残り少ない命を、どうして大切にしてくれないの！」
　綾時は声を荒げた。
「大切と…逃げることは、違うからだ」
　そしてもう一度、綾時を見つめる。

「それに――」

　遣り残す、そんなことを言う前にもっと伝えなければならない、大切なことがあった。
　彼の表情は未だにマフラーで覆われていてうまく見えない。
　けれど、この機を逃せば、もう口には出来ない気がして……。後味は歯痒さだけ。

「友達は…殺せないよ」
「！」
「ファルロスの方から言ってきたんだよ・“友達になろう”って。だから、殺さない。いつも傍に居るって言ったの、ファ―…綾時の方だろ」

　夢枕の少年に誘われたとき、どんなに嬉しかったことか。
　なのに、それを自分から止めにしようと言うだなんて。
　一方的かもしれないけど、許せない。

「だから…行かないでくれ。綾時」
「……」
「綾時」

　それと同時に無意識に差し出していた両手は、綾時の胸倉を掴んでいた。
　震える細い手。
　綾時は困惑の表情で美宏を見下ろしている。

　そして、哀しそうに首を左右に振り、固く結ばれた口を微かに動かした。

「やっぱり…駄目だよ。僕は０時でこの形を失う。――そんな姿、唯君には見せたくない」
「駄目なのか…？なんで…」

　胸倉にしがみついていた手は力無くずり落ちていく。
　こんなにも近くに居るのに止めることすら出来ないなんて。
　歯痒い――きっとこんなことを言うのだと思う。それと同時に、つくづく自分は無力な存在なのだと思い知らされる。

「……ッ…」
「泣くことなんて無いのに…。僕はいつでも傍らに居るんだから」

――泣く？

　相手の言葉に不信感を覚え、目をこする。
　冷たいさらさらした感触の水が手についていた。
　それを口に運ぶと、思ったよりも生暖かくて、しょっぱい。

そうすると、何故だか、もっと「哀しく」なってくる。

「後、５分で…決断の時間だよ」

　綾時は腕時計に目をやった。
　秒針は２人の静寂を一層引き立てるように動いている。

「もう、どうでもいいよ…綾が戻ってこないなら、僕は――」

　その「哀しい」も今でも心が押しつぶされそうで、いっそ、死んでしまえたらなと思う。
　死んでしまえば、全ての苦境から開放されるから。
　自分の一番嫌いな「逃げ」だけど。悔しいけど、他に思いつかない。
　少し痛いだけ。
　熱くなる傷口から優しくゆっくりした“赤”が流れ出す。
　そんな風に思っていた。

　だからそれなら死んでもいいと思った。


　例えどんな姿であろうとも、貴方の居ない世界に、僕は生きていたくは無い。




「がッ……」

　すると唯の両手は綾時の首に掛かっていた。
　綾時は驚きとその痛みに、声を上げる。
「綾時…一緒に、ね？」
　唯はこの場に不釣り合いな程の笑みを浮かべ、自らの首にも手をかけることを促している。綾時は戸惑いながらも唯に手を伸ばした。
　その白い首に爪あとを立てるかのような力で、首を絞める。
　その意外なほどの力強さに一瞬は苦しむものの、これで満足だとでも言いたげに微笑んだ。

　徐々に力は増して行き、頭に酸素は行き届かなくなって、意識がボヤけていくのが分かった。

　――ああ、これでよかったんだ。

　お互いがそう思った。

　唯は自分だけが取り残されないという安心感と綾時と同じ場所へ上っていけるという喜びに対して。
　綾時は元々死への抵抗も恐怖も無かったが、唯と共に在るのならどこにでも付き合おうという純粋な気持ちに対して。

　痛みで得る享楽は、これほど無いまでに、心地よい。

　愛するものに手をかけられるという行為は、最高に幸せなものだ。

　そう思うと、自然と涙が溢れてくる。
　やがて視界は涙でぼやけていき、綾時の顔は見えなくなってくる。










　意識が途切れる寸前。
　綾時の口元が仄かに動いているように見えた。

『愛してる』と。





　そして、仲間達の絶叫が聞こえた気がした……。




2007年5月作。9月訂正。
　補足というなの自己。
　…主人公なら殺せるのか。じゃあ素手もありか？？という流れで書いたモノ。今にしてみると意味わかんない；；；

